
（性別） （年代）

調査概要

◆対　象：市内在住の18歳から75歳の男女4,000人（住民基本台帳から無作為抽出）

◆比較対象の全国調査は令和元年の調査結果です。（内閣府・男女共同参画社会に関する世論調査）

◆調査結果：北九州市のホームページに公開しています。

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/soumu/12001194.html 

◆期　間：令和4年9月5日〜9月30日

◆回収結果：回収総数 1,436（回収率35.9%）

◆回答者の属性：
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1 家庭や男女平等に関する意識について

固定的性別役割分担意識について

「あなたは、『夫は外で働き、妻は家庭を守るべき』という考え方についてどう思いますか。」

という問いに対して、否定的な考え方を持つ人が約8割となりました。

全国と比較すると、本市の方が否定的な考え方を持つ人の割合は高く、性別による役割分担

意識は薄れてきています。

(全国比較)

(年代別、男女別) 否定派

(「そう思わない」、「どちらかといえば
そう思わない」の合計)

女性肯定派

(「そう思う」、「どちらかといえば
そう思う」の合計)

肯定派

肯定派

否定派

わからない・無回答
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(過去の調査結果との比較)(％)
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19.3
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10.3 8.3 8.2 7.5
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34.0 34.3
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26.7

17.0

68.0
64.2

57.7 57.5
53.8

68.1

77.8

40％ 60％ 80％ 100％

全国調査

本市調査

そう思う そう思わない わからない 無回答どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

2.2

7.5 27.5 36.6 23.2

3.1

5.2

14.8 20.8 57.0 2.0 17.0

35.0

否定派

77.8

59.8
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70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

29歳以下

15.2 79.9

15.2 77.3

11.0
22.9 73.4

15.0
25.0 67.1

25.0
29.2

71.7
64.0

19.9 75.2

17.0 79.6
92.3

81.6

80.9

82.0

83.0

6.2

12.5
19.5 77.8

13.1

全体

男性

肯定派 否定派
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各分野における男女平等達成感について

「あなたは、次にあげる分野で男女は平等になっていると思いますか。」
様々な分野での男女平等の達成感について尋ねたところ、すべての分野で「男性優遇」が
「女性優遇」を上回っています。
また、「男女平等」と回答した割合は、男性より女性の方が低く、全国との比較では本市の方が
低くなっています。

「女性の方が優遇されている」、
「どちらかといえば女性の方が
優遇されている」の合計

女性優遇

「男性の方が優遇されている」、
「どちらかといえば男性の方が
優遇されている」の合計

男性優遇 わからない 無回答男女平等

家
庭
生
活

職
　
場

地
域
活
動
の
場

社
会
全
体

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

全国調査

全体

男性

女性 7.5

12.7

9.8

7.2 45.5 44.9 2.4

21.5 57.4 9.0 2.4

33.3 42.6 8.3 3.0

14.5 66.8 9.0 2.1

本市調査

全国調査

全体

男性

女性 6.3

14.6

9.5

5.0 30.7 53.4 10.9

21.2 57.2 9.7 2.4

24.6 51.5 6.4 2.8

19.0 61.1 11.3 2.2

全国調査

全体

男性

女性 4.5

8.1

6.0

10.3 46.5 34.7 8.6

33.8 35.5 21.6 3.0

40.9 28.1 19.9 3.0

29.4 41.0 22.0 3.2

全国調査

全体

男性

女性 7.6

9.5

5.2

21.2 74.1 1.6

10.7 74.2 7.7 2.3

15.3 67.2 5.3 2.7

78.9 8.8 2.2

2.4

3.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％本市調査

本市調査

本市調査

( (( (
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％



女性が職業を持つことの考え方

男性が育児休業を取得することの考え方

男女がともに働きやすい職場を
つくるために必要なこと

ずっと職業を持って
いる方が良い

子どもができたら職業を
中断し、子どもに手がかから
なくなって再び持つ方がよい

子どもができるまで職業を
持ち、あとは持たない方がよい

結婚するまで職業を持ち、
あとは持たない方がよい 女性は職業を持たない方がよい その他

無回答

2 男女の働き方や女性の社会進出について

　自分、または自分の夫が育児休業を取得することに肯定的な考えは前回より増え、男女ともに8割を超えています。

女性が職業を持つことについて、結婚や出産・育児にかかわらず「ずっと職業を持っている方が良い」と考える人が
初めて半数を超え、女性の社会進出に積極的な考えが増えています。
男性の育児休業取得への理解も進んでおり、女性の就労継続や男女ともに働きやすい職場づくりのために、多様な
働き方を進める必要があります 。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

前回調査

今回調査

前回調査

今回調査

前回調査

今回調査

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

前回調査

今回調査

前回調査

今回調査

前回調査

今回調査

全国調査

本市調査

51.9

37.5 51.5 2.0 1.15.8

35.7 1.3

0.3 0.1

0.41.6

1.98.7

全
体

女
性

男
性

全
国
比
較

55.2

41.6

47.7

31.2

51.9

61.0 4.86.520.3

3.9 3.4

8.7 1.9

0.3

1.3

0.1

35.7

2.1

3.656.4

0.2

5.9 0.5

2.541.1

0.2

7.6 0.9

0.0

48.4

0.6

1.35.8

1.2

1.0

9.3 2.032.4

0.4 0.1

0.6

わからない 無回答とったほうがよい どちらかといえば
とった方がよい

肯定派

どちらかといえば
とらない方がよい

とらない
方がよい

否定派

52.3

37.0

55.9

40.2

45.8

32.2 40.9 7.4 4.5 10.4 4.6

34.3 5.3 5.3 6.6

2.7

31.9 8.8 4.7 6.8 7.6

25.9 4.9 3.6 5.5 4.1

35.5 8.2 8.2 6.54.6

28.7 5.2 5.6 5.23.1

全 体

女 性

男 性

3

育児・介護などの休暇制度の普及、有給休暇の取得の促進、
テレワークなどを利用した多様な働き方を進める

結婚、出産、介護などの都合でいったん退職した女性のための
再雇用制度を普及、促進する

女性が結婚や出産に関わらず定年まで働き続けられるような職場の
意識改革を促進する

男性の家事、育児、介護などへの参加・理解・協力の必要性を啓発する

雇用・労働条件における男女の処遇の均等化を図る

育児や介護のための施設・サービスを拡充する

66.4

43.7

39.3

36.8

34.5

30.1

10.9

10.8

セクシャル・ハラスメントなどを防止するための取組をする

女性が働きやすい職場環境(トイレ・更衣室など)を整備する

0 20 40 60 80
(％)



ワーク・ライフ・バランスに関する現状認識

調和がとれている

【優先するもの】 「仕事」 「家庭」 「個人」 わからない 無回答
「仕事」
「家庭」

「仕事」
「個人」

「家庭」
「個人」

「仕事」
「家庭」
「個人」

どちらかというと
調和がとれている

どちらかと言うと
調和がとれていない

調和がとれてない わからない 無回答

3 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について

「仕事と生活の調和がとれている」と回答した割合は、全体の半数を超えています。
年代別・性別でみると、３０歳代男性は「調和がとれていない」と回答した割合が高くなっており、
生活より仕事の比重が高い傾向にあります。

仕事、家庭生活、個人の生活の優先度(希望と現実)
全体でみると、「仕事と家庭生活と個人の生活をともに優先したい」と希望する割合は
２１．２％と高いものの、現実は６．４％となっています。一方、「仕事を優先したい」という
割合２．７％に対して、現実は２１．９％となっており、双方とも希望と現実に乖離が見られます。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

今回調査

調和派

50.9

不調和派

34.3

00 2020 4040

52.0 33.1
37.5

40.9
35.4

36.8
52.8

27.0
46.8

37.0
35.8

31.6

27.0
25.0

32.1

50.4

43.2
50.7

55.2
43.1

63.8
46.8

53.2
55.1

50.5
52.1

38.2
50.0

6060 8080

(％)(％)

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

29歳以下

全体

調和派 不調和派

女性

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

男性

12.0 38.9 21.8 12.5 11.6 3.2

4

(年代別、男女別)

調和派 不調和派

全体

(現実)

(希望) 2.7

21.9 19.8 9.7 20.2 5.8 8.3 6.4 5.1 2.8

14.3 12.2 21.9 6.8 14.1 21.2 4.0 2.7

女性

(現実)

(希望)

1.2

15.3

17.6 25.9 7.8 18.9 6.5 9.0 7.1 5.1 2.2

11.2 19.4 6.5 15.3 24.8 4.2 2.2

男性

(現実)

(希望) 4.9

28.8 10.0 12.7 22.9 5.3 7.0 5.9 4.7 2.7

13.4 14.0 26.1 7.2 11.7 16.7 3.2 2.7



家庭内の仕事の分担

家庭内の様々な仕事の分担について、「家計を支える」ことは主に夫が、「家族問題の最終決定」は
夫と妻が同程度に分担していますが、それ以外の家事、育児、地域活動などは主に妻が行っていると
回答した割合が高くなっています。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

女性

3.8

20.8

5.3 19.9

32.1

30.9

37.6

1.7

2.7

36.5

1.9

2.7

2.1

2.1

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

家計を支える
(生活費を稼ぐ)

掃　除

洗　濯

食事の支度

育児、子どもの
しつけ

自治会・町内会
などの
地域活動

家族の問題に
おける

最終的な決定

主に妻が行っている

主に夫が行い、妻が一部を分担している 主に夫が行っている その他 無回答

主に妻が行い、夫が一部を分担している 夫と妻が同じ程度に分担している

5

主に妻

5.95.9

7.47.4

夫婦
同程度

20.820.8

19.919.9

主に夫

69.769.7

67.467.4

79.679.6

66.266.2

13.513.5

21.121.1

4.04.0

9.59.5

81.581.5

75.075.0

12.012.0

13.113.1

3.83.8

8.68.6

89.589.5

81.981.9

6.56.5

8.68.6

2.02.0

4.24.2

71.271.2

56.856.8

20.620.6

29.929.9

1.61.6

3.33.3

43.343.3

33.533.5

13.913.9

19.619.6

17.617.6

22.522.5

18.118.1

11.211.2

46.946.9

49.949.9

31.731.7

33.833.8

54.2

69.7

75.2

35.9

25.8

30.9

9.9

5.6 5.6 49.9 17.8 16.0 2.4

2.7

8.2 46.9 1.714.3 17.4

1.5

18.7 14.8 19.6 8.0 14.5 19.9 4.5

12.4 13.9 6.7 10.9 22.1 3.1

31.0 29.9 5.24.8

2.2 1.1

35.2 20.6 3.2

0.9

0.7 3.4

60.8 21.1 3.38.6

2.4 2.11.8

6.5 1.114.3

1.0 1.0

1.0

51.6 23.4 13.1 2.7

3.9 0.6

4.7

11.8 1.512.0

2.3

1.5 1.1

35.0 31.2 21.1 2.75.3 4.2

0.6

1.9 1.1

2.1

25.4 1.713.5



DVの認識と経験

「大声でどなる」「交友関係や行き先、電話・メール・SNSを細かく監視する」「何をいっても無視して口を聞かない」などの
精神的な暴力を「ＤＶにあたらない」「ＤＶにあたらない場合もある」と認識する割合が高くなっています。一方、加害や被害の
経験では、「大声でどなる」「ドアをけったり、壁に物を投げつけたりしておどす」「平手で打つ」などの割合が高くなっています。

4 DV（ドメスティック・バイオレンス、配偶者からの暴力）について

平手で打つ

20％0％ 40％ 60％ 80％ 100％20％0％ 40％ 60％ 80％ 100％

7.2 4.9 69.2 9.6 6.0

3.1

足でける

身体を傷つける可能性のある物で

なぐる

物を投げつける

刃物などを突きつけて、おどす

なぐるふりをして、おどす

ドアをけったり、壁に物を投げつけ

たりしておどす

大声でどなる

「誰のおかげで生活できるんだ」とか

「かいしょうなし(頼りにならない)」と言う

交友関係や行き先、電話・メール・

SNSを細かく監視する

他の異性との会話を許さない

家族や友人との関わりを許さない

何をいっても無視して口を聞かない

仕事に就くことや外出することを

制限する

いやがっているのに性的な行為を

強要する

わいせつな写真や動画の送付を

メールやSNSなどで求める

本人の許可なく性的な写真や動画を

一般に公開する

避妊に協力しない、中絶を強要される

生活費を渡さない、一方的に経済的

負担を強いる
0.3 77.8 10.4 7.0

4.3 0.2

3.0 0.1

0.7 79.2 10.2 6.7

0.3 81.6 10.4 7.0

0.6 0.1

0.3 81.1 10.1 7.0

1.50.1

6.3 0.9 76.1 6.510.0

0.2

0.6 78.3 10.2 7.0

3.8 0.2

7.9 6.3 64.8 9.8 6.8

4.5

0.5 79.8 10.3 6.9

2.40.1

78.30.7 10.2 6.9

3.7 0.2

5.0 1.2 76.5 9.8 6.9

0.6

9.3 2.4 71.7 9.7 6.4

0.6

14.7 9.3 10.7 50.3 8.6 6.3

11.4 5.2 64.7 9.3 6.7

2.8

6.9 2.8 73.0 9.7 6.8

0.9

80.00.8 10.3 6.8

1.9 0.2

7.4 3.4 70.2 9.5 6.6

2.9

78.21.1 6.810.2

3.2 0.5

6.3 3.1 72.4 9.8 6.3

2.1

6

どんな場合でも暴力だと思うどんな場合でも暴力だと思う

無回答無回答

暴力に当たる場合も、
そうでない場合もあると思う
暴力に当たる場合も、
そうでない場合もあると思う

暴力だとは思わない暴力だとは思わない

されたことがあるされたことがある

被害・加害のどちらもない被害・加害のどちらもない

非該当(これまで配偶者・恋人等がいなかった)非該当(これまで配偶者・恋人等がいなかった) 無回答無回答

被害・加害のどちらもある被害・加害のどちらもある

したことがあるしたことがある

認識

身体的DV

性的DV

経済的DV

精神的DV

経験

5.217.276.8

0.8

5.2

5.2

5.1

5.1

5.0

5.0

5.2

5.2

5.4

5.8

6.1

6.2

6.1

5.6

6.0

5.8

5.8

6.06.386.2

1.5

88.9 4.5

0.8

2.690.7

0.9

6.286.8

1.0

6.786.8

0.9

17.871.9

4.3

26.462.3 5.2

17.570.5 5.8

7.522.764.0

26.662.9 5.1

15.577.2

2.2

31.860.0

3.0

18.575.7

0.8

15.178.5

1.4

0.594.1

0.3

10.284.3

0.5

1.492.9

0.6

9.085.3

0.5



言葉の認知度について

災害時の避難所運営で必要なことについて

男女共同参画社会の実現のために
推進すべき施策

5 男女共同参画の推進について

6 新型コロナウイルス感染症拡大の
影響による生活や働き方の変化

北九州市の男女共同参画社会に関する調査報告書（概要版）　令和5年1月

北九州市総務局女性の輝く社会推進室男女共同参画推進課
〒803-8501 北九州市小倉北区城内1-1　TEL 093-582-2405
e-mail  sou-danjo@city.kitakyushu.lg.jp

58.5

50.9

48.5

45.1

42.5

34.5

31.8

多目的トイレや女性専用スペース、個室の更衣室の設置など、
配慮が必要な避難者への対応

73.8

避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性がともに参加すること

66.4

生理用品などを安心して受け取れる配布場所や方法の検討

58.2

女性および男性が抱えた悩みや避難所生活上の問題を受け付ける窓口の設置

50.3

避難所内の定期的な巡回による声掛けや見守りによる安全・安心の確保

49.0

災害時だけでなく、平常時からの啓発活動

42.5

女性は炊き出し、男性は力仕事といった性別による役割分担意識の解消

25.3

31.3

(％)

(％)

(％)

ことばも内容も
知っている

ことばを聞いたことは
あるが内容は知らない

ことばも内容も
知らない

無回答

アンコンシャス・
バイアス
(無意識の偏見)

7.9 12.5 75.3 4.4

クオータ制(性別に
よる割当制度)

7.1 17.9 70.4 4.6

デートDV(DVの
うち、恋人間で
起こるDV)

43.9 16.2 35.3 4.5

イクボス 10.8 11.7 72.6 4.9

ジェンダー
(社会的・文化的に
形成された性別)

61.6 28.2 6.5 3.8

男女共同参画社会

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

36.1 42.3 17.5 4.0

0 10 20 30
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3.8

0.6
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41.6
39.2

44.5

5.6
3.9

7.6

11.8
10.3

14.0

40 50

全体全体

女性女性

男性 男性 

親族や友人と会う機会が減り、
孤独を感じるようになった

生活リズムが不規則となり、
運動不足、体力低下となった

収入が減ったり、職を失ったり
することで家計が苦しくなった

子どもの体力や学力低下を
不安に感じた

テレワーク・時短勤務・時差
出勤等により仕事がやりやす
くなった

子どもの家庭学習環境の
格差を不安に感じた

配偶者またはパートナーから
DV・ハラスメントを受ける
ようになった

特に変わらない

家族と過ごす時間が長くなり、
家庭内のケンカが増えストレス
を感じるようになった
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公的サービス(保育所・放課後児童クラブ・介護施設、保育サービスなど)を充実する

企業・職場におけるワーク・ライフ・バランス(仕事と生活の調和)の支援を進める

学校教育や生涯学習の場で、男女の平等と相互の理解についての学習を充実する

男性の家事、育児、介護などへの参加を促進する

政策決定の場に女性を積極的に登用する

民間企業・団体等の管理職などに女性の活用が進むよう啓発する

地域や職場で女性が能力を伸ばせるような学習の場を充実する

女性の悩みや人権侵害などに対する相談機能を充実する
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